


今月の 行 事
e v e n t i n f o

　今年もお盆の季節を迎え、境内の草刈りや本堂

周辺の清掃などの準備が日々進められています。

お盆の起源には幾つかの説がありますが、法要で

は主に次の三つの話を紹介しています。

　まず一つは、「自恣の日」。お釈迦様在世の

頃、僧侶たちは７月１５日頃の満月の晩に集まる

と、自分たちの修行の様子をお互いに点検したと

いわれています。立ち止まり、自分の歩みを確か

める心は今日のお盆の心そのものといえます。

　二つには、お釈迦様の弟子・目蓮尊者の説話。

神通力に長けた目蓮尊者が彼の世界の母親を見渡

せば、地獄で苦しむ母親の姿が見えました。理由

は、周囲には目を向けずにわが子だけを溺愛した

ことによるもの。お釈迦様から言われる通りに、

７月１５日、母が現世で出来なかった食事の布施

を町の人々に施すと母が天に昇っていきました。

これは、死後も親子の縁は途切れることがなく、

現世に残る者が先立つ者の無念を晴らして徳を積

んでいくことの尊さを表しているものです。

　三つには、これもお釈迦様の弟子・阿難尊者の

説話。修行をしている阿難尊者の前に餓鬼が現れ

て突然に余命三日の宣告を告げます。驚きうろた

えた阿難尊者はお釈迦様に相談すると、わずかの

食物でも良いからお経を唱えて多くの僧侶で供養

をすればそれが無量の食物となって、飢えるすべ

ての餓鬼を救うだろうと伝えられ、仏の覚りに辿

り着くことができたというお話です。この故事か

ら施餓鬼法要（よくお施餓鬼といわれます）が生

まれ、お盆の季節などに各地で勤められていま

す。この時の経文は今日にも伝えられ、「救抜焔

口餓鬼陀羅尼経（くばつえんくがきだらにきょ

う）」というお経を読みながら、法要の中で導師

が外に向かって米や野菜を餓鬼に施します。

　お施餓鬼は、日本の戦国時代にも各地で勤めら

れました。各地で戦が起こると、勝った武将は必

ず敵味方両方の戦死者のために施餓鬼法要を行っ

たといわれています。歴史の中では足利義満の１

３９１年明徳の乱の後に京都五山の僧千人を集め

た大施餓鬼会や、文禄・慶長の役で鬼神の如くの

戦果をあげた島津義弘の施餓鬼会などが有名で

す。現在も海外では宗教間での争いが絶えません

が、敵の成仏も願う姿にただの殺戮集団ではな

かった戦国武将たちの懐の深さがうかがえます。

　キュウリの馬に乗って早く戻り、ナスの牛で

ゆっくりと故人を送り出す飾りを祀るお盆。亡き

人を迎える心とは何か？ 答えが先人たちのエピ

ソードから見えてきます。先立って行った人の分

まで現世で生きていくということ。たとえお金や

物でなくとも笑顔や言葉を無量の施しにしていく

こと。そして「正」の字の構成のごとく「一」た

び立ち「止」まって自分の歩みを確かめること。

　今年も、皆さまがたのご来山を心よりお待ちし

ております。本堂でお会いしましょう。 　住職
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▼ 日曜寺子屋
　8月20日（日）午前６時～　於：安洞院
　朝の読経の後、前住職による講話が行われます
▼ ご詠歌（曹洞宗の梅花流詠讃歌）
　≪練習日≫
　8月21日（月）　午後２時～　於 :安洞院
　練習会随時見学できます。ご希望の方はどうぞ。
▼ 安洞院華道会
　8月9、23日（水）午後2時～
　於：文知摺　　講師：龍生派・桐山千峯 先生
▼ ヨーガの会・レギュラークラス ※印の日は坐禅あり
　平日昼（火）　8/1、8/22　午前10時～
　平日夜（水）　8/9、8/23　午後7時～
　於：文知摺観音　初回のお申込みは安洞院まで
　会費は体験1,000円です
▼ 写経会
　8月19日（土）午後3時～　予約不要です
　於：安洞院　会費500円　手ぶらで参加可能
▼ 子ども坐禅と肝試しの会（小学生対象）
　８月22日（火）午後3時～８時終了予定
　於：安洞院　要予約　1500円　定員40名
　日帰りの坐禅会です。皆で坐禅を組み、静かな心
　を学び、夕食を食べてから夜のお寺での肝試し。
　夏休み最後の思い出を作りましょう。
▼ ZAZEN-2h（夜の２時間坐禅会）
　８月31日（木）午後７時～　予約不要　無料
　於：安洞院　経験者対象の坐禅会となります。
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